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議

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
白
支
那
貿
易
に
就
い
て

員向

第
二
十
五
巻

一0
0
0

第
五
醜

主正

八

徳
川
時
代
に
於
げ
る
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て
什

矢

一. 

野

支
那
貿
易
舶
の
長
崎
一
通
商
担
源
に
就
い
て

長
崎
に
支
邦
貿
易
舶
の
渡
来
す
る
一
』

Z
に
な
っ
た
の
は
何
時
頃
か
ら
で
ゐ
る
か
。
西
川
如
見
の
享
保
四
年
の
編

著
長
崎
夜
話
止
に
操
る
吉
、
ぞ
れ
は
永
蔽
五
年
賠
駐
竺
-
?
一
至
こ
正
に
な
っ
て
居
る
。

長
時
四
津
に
出
掛
端
り
し
初
め
は
本
時
五
壬
皮
肉
年
串
山
内
戸
川

L
E
L
捕
に
到
り
白

熊
野
正
紹

ω施
政
四
年
の
編
著
長
崎
地
草
色
之
一
繰
り
、
矢
張
・
9
永
職
五
年
起
源
設
を
採
用
し
て
居
る
。

小六れ
H
民
崎
温
に
山
船
。
車
り
し
と
と
は
、
末
時
五
壬
氏
自
午
戸
川

ω油
に
車
り
、
見
其
比
ま
て
は
明
白
世
に
て
、
日
本
雄
悔
は
許
さ
れ
ね

E
も
、
海

漣
村
且
白
向
人
と
も
、
艇
に
船
仕
立
て
、
五
島
、
平
戸
或
は
雌
騨
山
浦
々
に
晴
れ
る
船
も
あ
り
し
な
り
、
積
巾
捕
れ
る
貨
物
は
時
器
、
端
物
、
酬
明
師
、

砂
雄
同
却
な
り
し
、
比
後
県
船
凪
主
来
て
、
型
人
鍵
曜
に
咽
ひ
、
前
叫
珍
貨
を
好
む
世
と
な
り
し
か
は
、
庇
4
」
人
一
も
様
々
り
唾
ら
し
き
英
臨
の
馳
物

な

rも
多
〈
持
政
り
し
と
ぞ
、
叫
却
に
民
崎
は
舶
鶏
り
よ
き
酷
な
れ
ば
、
夫
よ
り
ん
津
山
出
船
も
棋
と
多
か
り
し
と
也

西
川
知
見

ω
根
披
は
明
か
で
な
レ
が
、
必
宇
し
も
無
稽
の
記
事
で
は
ゐ
る
ま
い
。
通
航
一
覧
は
山
本
氏
の
筆
記
正

一
式
ふ
も
の
、
記
事
正

L
τ
、
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諭

議

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
山
支
那
淀
畠
に
就
い
て

第
二
十
五
巷

O 
O 

第
五
棋

，、
O 

て
同
日
本
人
可
虚
罪
科
事

両
院
物
官
加
に
揺
を
可
相
究
姑
て
貢
物
に
別
白
物
を
さ
し
ま
せ
候
は
は
可
処
曲
事
事

出品目

ω
物
て
ん
ひ
ん
日
か
ね
C
柚
世
正
や
り
と
り
同
て
ん
ひ
ん
た
る
ヰ
き
事

布
続
々
於
迫
犯
拙
者
縦
川
山
川
仙
川
北
岡
仁
越
可
致
被
血
般
科
省
也

天
正
十
九
年
六
月
期
日
口
秀
古
白
黒
印

猶
は
鍋
島
文
書
に
弐
り
如
、
苫
文
沓
が
見
え
て
居
る
o

猶
々
浦
庖
糸
共
外
向
一
此
物
、
於
長
崎
県
船
踊
之
山
供
時
、
何
一
也
不
利
進
、
番
中
村
可

44付
帳
、
若
於
拙
沙
故
者
、
可
伐
山
首
候
、
以
上
、

月
氏
箆
n
A
↑
町
内
閣
新
羅
百
済
制
什
諸
外
幽
旭
舶
、
車
而
日
岨
相
曲
、
於
何
之
柿
主
潟
、
舶
硯
衣
第
に
A
V
着
岸
、
品
小
宮
可
両
氏
山
、
取
前
被
仰
山
恨
慮
、
今

度
大
明
聞
が
い
山
中
ん
船
顕
斬
刈
を
也
か
い
守
中
ん
O
H
E
あ
け
、
両
面
之
出
船
可
令
臨
海
之
山
川
志
候
尚
、
市
川
町
血
出
船
者
共
、
於
陛
州
、
布
新
船
令

迫
嗣
之
山
、
如
比
M
I
H付
言
上
航
、
誠
抄
此
限
不
刊
川
是
非
帳
、
的
A

守
叫
栓
於
有
北
口
妨
之
者
、
可
山
一
両
候
俗
、
鼎
船
中
へ
能
注
入
A
L
可
申
凶
候
、
去
年

も
於
長
崎
、
か
い
み
ん
の
向
臼
紬
を
車
誰
飢
、

融
鋭

X
は
彼
附
近
H

叫
以
下
胤
之
向
山
叩
上
鋭
、

於
必
定
者
逢
乱
明
一
也
可
一
世
付
加
仙
・

雌
可
被
加
御
成
政

憐
柏
、
具
仁
事
帳
問
、
此
山
札
者
彼
此
御
免
航
路
、
此
叫
出
保
町
田
可
巾
凶
帆
也
、

九
月
廿
一
一
戸

H
毛
刺
出
品
川
出
守
と
由
へ

黒
川
甲
斐
守
と
ゆ
ヘ

加
藤
主
計
江
と
由
へ

鍋
附
加
賀
川
す
と
白
へ

-"4 ' .. 



こ
れ
は
秀
吉
の
書
放
で
、

日
下
寛
氏
豊
公
遺
文
に
も
言
っ
て
ゐ
る
遁
h
J
、
九
月
二
十
三
日

Z
ゐ
る
の
み
に
て
、
年

蹴
は
な
い
が
、
共
の
天
正
十
九
年
で
あ
る
こ

Z
は
、
欝
修
史
局
諸
博
士
の
考
定
せ
ら
れ
た
所
で
間
違
ひ
が
な
い
γ

様

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
嘗
時
献
に
支
那
舶
の
長
崎
に
出
入
せ
る
も
の
、
多
か

O
L
こ
ど
を
設
明
す
る
も
の
ご
言

は
な
り
れ
ば
な
ら
凶
。

通
航
一
覧
に
外
岡
入
枠
記
を
引
き
、
慶
長
五
庚
子
年
(
西
暦
一
六

O
O年
)
秋
明
朝
の
般
肥
前
副
長
崎
に
渡
来
す

ピ
見
え
、
其
の
註
に
、
比
一
帯
外
国
入
注
記

ω
外
、
他
に
所
見
な
け
れ
い
と
も
、
永
臓
の
頃
、
明
朝
の
両
夫
稀
に
小
船

に
て
糸
、
端
物
、
柴
柿
等
を
磁
波
ち
貿
易
せ

L
よ
し
・
山
本
氏
筆
記
に
載
せ
、
ま
た
慶
長
の
頃
、
彼
国
人
乱
を
越

て
長
崎
に
来
b
佳
せ
ん
事
を
願
ふ
も
の
少
か
ら
十
、
商
船
の
波
来
も
並
(
数
漸
々
仁
多
(
、
九
州
の
内
、
薩
殿
凶
附

久
枝
、
筑
前
闘
博
多
、
些
後
関
府
内
、
肥
前
鴎
五
島
、
平
戸
、
大
村
、
長
崎
等
の
浦
々
に
着
岸
せ
し
よ

L
崎
陽
記

仁
見
え
、
阪
に
鴻
六
正
い
へ
る
唐
人
、
何
時
の
頃
渡
来
せ

L
に
や
、
和
語
を
よ
〈
崎
明
bv
、
度
長
九
年
長
崎
に
て
通

事
役
を
命
世
ら
れ
し
な
れ
ば
、
ぞ
れ
よ
h
L
ば
/
¥
渡
来
あ

b
L事
L
ら
る
、

さ
れ
ど
色
慶
長
五
年
に
は
閥
服
役

の
紛
劇
に
依
て
、
是
等
の
事
に
は
拘
ら
宇

L
τ
記
録
も
疎
な
b
し
な
る
べ

L
ピ
の
文
が
昆
え
て
居
る
o

艇
長
五
年

秋
に
明
般
の
渡
米
し
た
の
は
、
必
十
し
も
そ
れ
が
最
初
ピ
一
五
ふ
の
で
は
な
い
慌
に
考
へ
て
居
る
如
〈
で
め
る
が
・

そ
れ
に
も
拘
は
ら
す
、
同
書
に
按
十
る
に
唐
般
り
此
津
(
長
崎
)
に
来
耐
せ

L
初
め
は
慶
長
五
年
の
秋
、
阿
臨
陀
国

も
同
年
和
泉
岡
堺
に
京
市
h
通
商
を
願
ひ
一
玄
々
ご
の
註
文
が
見
え
、
慶
長
五
年
の
唐
船
渡
来
を
支
那
術
的
長
崎
渡
来

2満

鑓

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
町
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
寸
五
巻

一0
0
=
一

第
五
椀

」一-r、

同下車民蛙公遁丈三一E頁

調航一覧毎百九十λlif園触指剖E一世'"扱方
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部
一
一
イ
五
告

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
自
主
那
貿
易
に
就
い
て

一O
O
四

白骨

議

第
五
椀

A ，、

の
最
初
ご
考
へ

τ居
る
の
は
、
ど
う
し
た
粗
漏
な
こ
正
で
ゐ
ら
う
。

長
崎
市
山
正
に
府
尚
倣
陽
華
字
、
張
古
泉
二
人
が
慶
長
め
頃
始
め
て
波
誠
事
L
、
常
時
長
附
の
仰
寺
唯
ピ
悟
真
寺
あ

る
の
み
で
、
別
に
府
人
の
死
者
を
管
理
す
べ
き
寺
院
な
か
b
し
を
以
て
、
悟
其
守
の
閉
山
附
岡
山
弔
血
骨
を
訪
問
し
、
特
肘

来
入
枠

ω山
人
は
議
〈
賞
寺
の
腕
越
た
ら
し
む
る
こ
正
合
哲
ひ
し
よ
h
、
悟
奥
寺
が
在
刷
岡
山
川
人
の
苔
提
所
ご
な

h
、
叉
二
人
相
議
l
τ
長
崎
代
官
末
次
卒
臓
に
依
九
股
人
の
川
町
葬
地
を
得
ん
こ
と
eT
幕
府
に
諦
ひ
し
結
果
、
幕
府

は
相
川
泉
寺
を
山
崎
人
の
北
日
明
記
所
ピ
定
め
、
百
間
四
々
の
地
を
成
人
墓
地
Z
な
す
こ
ど
を
許
可
し
て
朱
印
を
賜
は

b
し

-
』
ご
が
述
べ
て
ゐ
る
。

古
う
し
て
此
の
事
件
の
起
っ
た
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
末
次
卒
臓
が
代
官
Z
な
っ
た
の
は
、

元
利
年
間
で
あ
る
か
ら
一
苅
和
年
附
乃
至
寛
永
初
め

ωこ
て
に
ら
う
ご
云
ふ
考
案
が
附
Lτ
あ
る
。
然
る
に
7

戸
ド

ッ
ク
の
日
本
山
ド
は
何
仁
減
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
長
崎
に
於
て
支
那
人
は
西
勝
一
六

O
ニ
年
(
艦
長
七
年
)
稲
佐

情
奥
寺

ω地
に
支
那
人
の
死
者
合
唱
葬
す
イ
き
許
可
を
得
マ
乙
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
ご
の
記
事
が
見
え
て
居
る
o

西
一
府
一
六
一
二
年
(
嵐
長
十
七
年
)
支
那
人
が
三
十
胞
の
ジ
ヤ
ン
ク
船
で
到
着
L
、
大
競
争
を
潟
し
た
鋳
め
生
紙

や
絹
織
物
の
債
格
が
非
常
に
低
落
し
た
さ
云
ム
こ

Z
が
千
戸
の
和
協
支
府
長
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
(
Y
n
A
E
E

ナ
ホ
ツ
ド
の
十
七
世
紀
間
和
前
東
印
皮
曾
枇
の
劃
日
本
側
係
仁
述
ペ
て

印
可

RM)ω
書
簡
一
し
見
え
て
居
る
-
』
ピ
は
、

あ
る
。
叉
平
戸
の
支
一
泊
長
ヘ
ン
ド
ソ
ク
・
プ
ロ
ク
エ
ル
(
同

B
E
n
r
回
E
E
4
日
)
が
〆
タ
ニ
に
送
っ
た
西
暦
一
六
一

二
年
(
府
民
長
十
七
年
)
の
書
簡
に
も
此
の
二
年
間
此
蕗
に
来
た
支
那
人
は
非
常
に
津
山
で
あ
っ
た
錦
柏
其
世
酷
か
ら
来

長崎-f(j'史地誌編帥守部 t、四八lT
fanlcs -Murdoa，; A I-lis"tory o( ]apan， Vol. nI. The Tokugawa Epoch. 
J652-1868， P・2(2'
Osbl" Naehod'， Die seziehun，gen der l1 iederl~ndischen ost!ß(n~chen 
Komfk'lgnie zu_ Jap'H'~ im _sieb~'eh~~te"n" Jahl:l~tm~crt~_ S" 155; Brief vQn 
Specx vom 2. November 1612. in Reichsarcltiv im HaClg. 
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る
支
那
の
貨
物
は
儲
か
ら
ぬ
正
云
ム
-
」
て
を
指
仇

Lτ
居
る
。
此
等
は
蛍
時
卒
戸
に
支
那
市
川
舶
の
結
集
せ

L
こ
E

を
示
す
も
の
な
れ
ど
も
・
そ
れ
程
平
戸
に
来
た
な
ら
ば
、
叉
長
崎
に
も
来
た
こ
ご
は
想
像
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
が

同
時
仁
長
崎
に
も
群
集
し
た
-
』
己
を
一
市
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

セ

1
9
1
航
海
記
西
暦
一
六
一
三
年
六
月
二
十
三
日
の
僚
に
、

セ

1
9
A
が
一
一
般
の
支
那
ジ
ヤ

Y

ク
般
の
砂
糖

を
積
載

L
て
長
崎
に
到
着
し
た
る
載
を
入
手
し
た
こ
正
が
述
べ

τゐ
る
。

コ
ッ
ク
ス
日
記
は
西
暦
一
六

一
五
加
一
五
年
、
明

両
日
日
四
十
六
年

並
(
の
山
川
阪
に
ア
ン
ド
レ
ア
・
J
7
4

瓦
年

か
ら
始
ま
っ
て
居
る
が
、

ヅ
一
プ
ス

(
〉
ロ
品
目
白
口
町
R
2
)

(巧
E
唱
。
『

コ
ヅ
グ
ス
の
絡
め
に
支
那
に
於
て
英
士
ロ
利
の
通
商
前
可
を
得
る
こ
ご
に
退
か
し

己
云
ふ
支
那
人
が
卒
戸
に
居
留
し
、

共
の
長
崎
に
居
留
せ
る
ホ
ワ
ヲ

戸、
F
O
耳
)

ご
一
五
ふ
見
弟
ご
共
に
、

て
居
る
。

此
の
ア
ン
ド
レ
ァ
・
デ
ィ
ツ
一
7
1
兄
治
は
支
那

ω何
省
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
ぞ
れ

俊正
Jl[も
印南
皮河
合移
踊1: 位
宛の
占ご 支
簡"lìI~ 
Iこ A
、で

な

力h

E 
も
思
は
れ
る

71' 

コ
ロ
ク
λ

の
両
肘
一
六
一
七
(
入
)
年
一
一
月
十
五
日
平
戸

ア
ン
ド
レ
ア
・
J

プ
ヅ
ア
イ
ス
及
び
北
九
の
兄
弟
の
ホ
ヲ
ウ
ノ
が
支
那
人
の
タ
ツ
カ
・
サ
ン
ガ

3
2
2
r
p問
白
)
ピ
和
し
、
英
土
日
一
利
の
税
制
で
は
プ
ア

l
毛
サ
島

(
E
E
3
5
0白
)
ご
稀
せ
ら
る
、
島

ωピ
ス
カ

ド
片
山
劫

(
]
L
E
F
-
E
回
目
白
血

05)
正
一
五
ふ
加
納
の
入
沖
地
に
越

ν
て
貿
易
す
る
同
険
家
の
最
な
る
も
の
で
、
昨
年

二
般
り
小
ジ
ヤ
ン
ク
舶
を
迭
り
、
交
祉
支
那
或
は
バ
ン
タ
ム
の
何
れ
の
地
で
支
梯
ふ
様
な
侭
絡
の
二
分
の
一
で
生

糸
を
買
入
れ
た
ご
一
五
ム
こ
さ
が
逃
イ
て
あ
る
。
彼
等
が
交
削
支
那
や
j

y

h

戸
ム
で
生
糸
を
仕
入
れ
つ
、
あ
っ
た
こ

品省

盤

第
五
就

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
の
宜
那
賀
晶
に
就
い
て

第
二
十
五
谷

一O
O
E

()sca~ Nachod，_ i~)id ， ~S..I 56， XX五V.
fhe Vo:[a.ge .of rl~n -?aris -~O ]a12an 
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前

議

徳
川
時
代
に
於
げ
る
民
崎
白
支
部
民
民
却
に
就
い
て

第
二
十
宜
容

一O
O
六

第
五
都

ノ、
回

Z
は
分
か
る
o
支
那
内
地
の
人
民
で
あ
れ
ば
、
曲
四
I
交
祉
支
那
や
バ
ン
ク
ム
ま
で
出
か
り
て
高
債
の
生
糸
を
仕
入

れ
る
筈
は
な
い
。
壷
鴻
で
生
糸

ω債
格
が
廉
い
の
は
支
那
の
廉
償
な
る
生
糸
が
販
蓮
せ

ιる
、
か
ら
で
あ
る
。

デ
イ
ツ
ア
月
兄
弟
は
支
那
内
地
の
支
那
人
で
な
い
己
し
て
も
、

ヨ
ヅ
ク
ス
は
彼
等
の
外
に
別
に
支
那
に
於
て
英

古
利
の
通
商
許
可
を
得
る
錨
め
仁
、

y
ア
Y

グ
(
円
日
ロ
四

F
Tロ
向
。
、
戸
内
自
問
。
者
号
)
ご
一
広
ふ
長
崎
局
協
の
支
那
人
士

道
具
に
使
っ
て
活
た
こ
正
は
共
の
日
記
に
見

b
て
居
品
。
叉
コ
ヅ
ク
ー
の
頻
'
り
に
贈
答
を
交
換
し
、
招
鈍
し
た
h
、

招
待
を
受
げ
た

h
し
て
居
た
ナ
Y

キ
ン
・
-
一
ク
ヲ

y
(
Z
E
Eロ
)
、
サ
Y

ク
7
ン(印
E
A
Z之、
V

ク
ヲ
ン
(
印
広
告
E
)

ご
一
五
ふ
様
な
支
那
人
始
め
、
其
の
日
記
仁
幾
度
己
な
〈
見
え
て
居
る
ゴ
ク
ヲ
ン
、

ギ
ク
ヲ
ン
、

ロ
タ
ヲ
ン

(の。，

ρ
E
P
Q
A
E
P
出向。』
E
ロ
)
正
一
再
ふ
伎
な
支
那
人
は
多
く
一
中
戸
に
居
ワ
た
の
で
あ
る
が
、
長
崎
に
居
留
せ
る
支
那
人

も
多
か
っ
た
守
』
ご
は
、
社
(
の
日
記
、
西
暦
一
六
一
七
年
(
元
和
三
年
)
十
一
月
二
十
三
日
の
僚
に
、

五
十
時
帥
人
の
支

那
人
が
長
崎
か
ら
一
中
戸
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ヅ
ア
ィ
λ

の
幼
女
を
事
げ
た
る
-
』
ぜ
を
加
す
る
潟
め
来
た
こ
ご
が
見

え

τ居
る
に
て
も
想
像
さ
れ
る
。

Z
0
2
ヨ『
2
M
U
-
-叶
FO
の
Z
H
E
p
l
百
耳
目
。

μ
F
B
E明
言
内
凶

M
日向円。
7HU白ロ
E

F
叫
戸
市
円
何
m
m
D
F

日戸三口問

自白
p
v
、
o
t
z
ω
n
o
E
P
O
S
F
E岡田山内宮内

z
i
N
O
H
F山、
E

Z
自
宅
nn円
。
『
匹
。
『
耳
岳
民
宮
山
可
。
ロ
同

ι。口町一且
0
3
p
o

Q
H
E
E
Z吉
岡
与
O
Z
M
0
3冒
O
E
h
E仏

2
0
r
。
5
F
E
F
Z
Oロ
m
Z
ω
司

2
ω
E
F
E
o
a
。『日
ME席
、
釦
ロ
己
呂
田
の

O『

。hw門
別

σ-ouHC白川
w-

cocks， v01. I， pp・74，223， 230j Vol. II， pp. rB. 19. 22， 271. 15) 
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此
の
前
日
の
記
事
に
も
ギ
ク
ワ
ソ
ザ
正
一
五
ム
支
那
人
及
び
長
崎
凶
他

ω
一
支
那
人
は
コ
ッ
ク
ス
を
来
訪

L
、
蜜
銭
、

酒
・
笹
川
、
挑
な
ど
を
贈
興
し
た
こ
ご
が
見
え
て
居
る
υ

此
の
年
十
ニ
月
二
十
七
日
的
記
事
に
長
崎
凶
火
一
品
で
焼

失
し
た
こ
汀
総
戸
の
家
屋
中
憐
れ
な
支
那
人

ω所
有
せ
る
も
の
も
多
か
っ
た

E
一
五
ふ
こ
己
が
児
え
一
γ
居
る
。

↓Eω
己ミ

5
3
5
4
5
2
2自
旬
。
士

Z
U
Zロ
ヨ
向
。
内
各

o
d
O
N
B
Eま
岳
民

hP2陶
器
ぷ

G
F
u
r
s
?
g
E
t
ι
E
Z
E口問。

no

E
o
P
E
E
-
:
:
h
E
a
〉
旦

E
U
-
E
M
P
E
5
z
o
z
d
o
p・
9
3
Jぺ
官
d
d
J
F丘
u
u
o
g
ω
E
Eヨ
包

-
Z【
『
問
問
。
品

02札

E
5
7

目。。品
ω

『
何
回
目
四
百
円
ア
員
〉
邑
同
町
内
凶
作
。

ι品
E
O

崎
防
秘
出
{
長
崎
刷
工
判
官
級
町
主
4
品
川
仙
山
引
川
)
に

冗
岨
一
正
作
(
阿
川
町
一
五
六
わ
午
)
出
船
一
般
入
砕
す
と
の
副
事
出
品
臼
て
M
り
、
崎
陽

時
紘
刊
『
附
」
引
川
)
に
も
泊
地
市
経
船
白
井
に
叫
船
端

b
f
る
に
あ
り
ず
ー
と
の
記
事
が
且
白
て
品
明
、
長
崎
弘
(
向
上
引
川
)
に
も
府
船
山
能
何

闘
の
油
に
も
人
出
し
て
尚
氏
致
す
と
い
へ

r
も
辺
に
刷
杭
へ
な
し
、
九
州
に
て
は
附
雌
山
内
阿
久
根
、
筑
前
帥
多
、
世
徒
、
肥
前
山
内
に
て
は

五
品
、
平
戸
、
長
崎
の
決
、
庁
々
に
て
い
州
説
故
す
と
の
山
市
世
J
V
H
A
h
C
M
的
る
&
山
こ
と
で
あ
る
。

日←…一…尚一一一一←'._N'

嵐
長
一
克
仰
の
凶
阪
に
支
那
人
の
長
耐
に
従
来
貿
日
押
す
る
も
の
、
多
か
ち
し
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
o

然
[
官
時
は

切
で
は
人
民
的
外
凶
に
航
'
川
す
る
こ
子
ぜ
厳
九
時
前
し
て
居
た
o

明
的
高

Mm帖
代
で
あ
っ
て
、

ケ
ム
。
フ
ア

ル
の
日
本

一
年
一
吋
崎
寸
か
ら

史
に
両
M
m

一
六

六
四
一
年
叫
M
1
頃
ま
で
備
術
才
人
の
日
本
貿
易
が
除
雌
を
極
め
た
の

は
、
賞
時
支
那
は
川
明
。
統
治
時
代
で
外
凶
人
ご
の
貿
坊
が
殿
怨
さ
れ
、

支
那
人
は
外
闘
に
出
で
て
支
那
倒
有
の
産

物
を
輸
出
し
版
資
す
る
ニ
ご
を
禁
A
E

ら
れ
て
屑
た
銭
的
、

之干11
.ft' IU;j 
得入
る ts
機支
合 JIJS
が人
多ょ
カミ b 
つ生
た糸
かを
ら 1~子
でる
あ道
る iJ<

ピな
ぷ主 力ヨ

ムっ
こ n
CIη に

反
し
て
、
伯
勾
牙
人
は
?
カ
オ
に
擁
有
し
て
厄
た
柏
崎
的
、

論

議

偲
川
時
代
に
於
け
る
民
崎
山
支
那
珂
品
に
就
い
て

銘
ニ
十
}
古
典
骨

一c
c
t

第
五
枕

，、
五

抑皆近代主剤l潟支那のD~ 闘に就いて曇肝i
Engclbcrt K九emp[Cl-，I]i~tory of Jaρan， Vol. H. p. 216 
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語道

設

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
白
支
那
珂
易
に
就
い

E

第
二
十
五
経

一O
O
A

第
五
時
肺

が
述
べ
て
ゐ
る
o

明
で
は
外
幽

ω中
で
も
殊
に
日
本
に
劃
し
て
人
民

ω出
洋
を
厳
禁
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、

平
戸
な
ど
に
往
来
貿
易
す
る
支
那
人
の
多
か
っ
た
こ
ご
は
、
〉
彼
等
が
貿
易

ω引
易
を

求
め
て
禁
ム
ザ
を
犯

L
1密
航
し
来
っ
た
も
の
に
外
な
ら
泊
。
願
炎
武
の
天
下
那
国
利
病
者
に
朋
酬
の
海
航
を
禁
じ

れ
じ
も
拘
は
ら
す
、
長
崎

τ活
番
を
許
さ

v
b
L
こ
Z
を
越
て
そ
れ
に
も
拘
は
ら
す
、
部
医
以
来
利
に
趨
h
航
海
す
る
者
の
休
ま
y
h
し

こ
z
e
f
記
し
て
居
る
。
明
が
腿
I
私
、
謡
番
闘
の
禁
ぞ
繰
一
世
へ
し
て
居
る
こ
ど
は
、
耐
榔

τぞ
れ
が
行
は
れ
中
し

τ私

通
替
園
者
の
多
か
っ
た
諮
操
で
、
嘗
防
長
崎
じ
来
た
支
那
人
も
此
的
類
の
者
に
外
な
ら
な
か
っ
た
絞
で
あ
る
。
和

蘭
の
日
本
支
防
長
プ
ロ
ク

Z
F
2
2
E
n
r
F
2
2
)
は
二
ハ
三
年
(
鵠
坪
咋
)
一
一
月
十
三
日
j

タ
グ

キ
ア
総
判
明
宛
書
簡
に
於
て
、
支
那
の
船
長
等
仏
文
那
息
-
一
'
清
仁
依
b
日
本
正
の
貿
易
を
叫
誌
や
ら
れ
て
居
る
が
、

仁
も
拘
は
ら
や
，
彼
等
は
之
を
行
つ

T
居
る
正
報
告
し
て
居
る
こ
ピ
は
、
ナ
ホ
ッ
ド
に
見
え

τ居
る
。

ぞ
れ

ーー

日
本
の
外
圃
貿
易
に
於
て
支
那
貨
物
の
重
要

な
り
し
こ
す
」
に
就
い
て

上
に
述
べ
し
如
〈
司
支
那
人
は
永
続
頃
よ
ち
長
崎
に
波
戒
し
、
慶
長
元
和
の
頃
に
至
っ
て
長
崎
に
往
来
貿
易
す

る
支
那
人
の
数
も
頗
る
多
か
っ
た
様
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
支
那
人
の
長
崎
渡
来
ぜ
共
に
長
崎
の
支
那
貿
易

が
始
ま
h
、
叉
之
に
往
来
貿
易
す
る
支
那
人
の
増
加
ピ
共
に
、
其
の
支
那
貿
易
が
盛
ん
に
な
っ
た
ど
云
ふ
評
で
は そ

天下通岡制病者轡八十五幅建五

05kar Nachod. ibid， 5目[56， 
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な
い
。
葡
萄
牙
人
の
長
崎
貿
易
も
貨
は
支
那
貿
易
で
ゐ
っ
た
。
嘗
時
日
本
の
賞
際
に
需
要
し
た
る
貨
物
は
獅
b
支

那
の
貨
物
で
め
っ
て
、
市
初
牙
が
長
崎
に
於
て
貿
易
上
の
利
盆
を
牧
む
る
こ

F
r待
た
の
は
・
そ
れ
が
?
カ
ヰ
の

殖
民
地
を
有
し
司
、
支
那
の
貨
物
を
仕
入
る
、
上
に
於

τ和
前
、
英
吉
利
な
ど
の
有
せ
ざ
る
便
宜
を
小
付
し
て
居
た

勉
め
で
ゐ
っ
た
。
和
前
り
日
本
泌
耐
の
利
益
一
も
せ
(
の
支
那
貨
物
の
貿
易
に
依
っ
て
支
持
苫
れ
た
の
で
あ
る
J

ア
ム

1
7
u
y

ダ
ム
に
於
け
る
和
蘭
束
印
皮
段
祉
の
十
七
人
役
員
品
目
が
西
脱
出
一
六
一
六
年
(
一
克
和
二
年
)
バ
タ
グ
ヰ
ア

ω組

督
に
支
那
に
於
り
る
貿
易
は
和
朗
人
に
閉
鎖
き
れ

J
随
っ
て
支
那
の
貨
物
を
日
本
に
版
迩
す
る
こ
E
が
出
来
な
い

宝
石
ふ
理
由
で
日
本
に
於
り
る
支
応
の
放
棄
を
一
献
乱
L
て
居
る
。

フ
ロ
ウ
ノ
ク
ェ

戸
の
前
記
バ
タ
グ
キ
ア
総
督
宛

一
ム
ハ
二
二
年
(
慶
長
十
入
年
)
二
月
十
三
日
の
書
簡
に
於

τ、
和

蘭
人
は
若

L
支
那
に
於
て
自
由
貿
易
の
目
的
ケ
漣
す
る
こ
ご
が
出
来
な
け
れ
ば
、
其
の
日
本
貿
易
の
利
盆
は
非
協

に
少
か
る
ぺ
し
、
北
(
彪
で
は
高
当
税
は
徴
吹
き
れ
、
又
葡
笥
牙
人
ピ
戦
は
な
り
れ
ば
な
ら
向
危
険
が
あ
る
か
ら
、

古
う
す
る
E
、
強
大
な
泌
軍
力
を
備
へ
な
り
れ
ば
な
ら
な
〈
な
る
ご
一
百
っ
て
、
そ
れ
よ
'
り
は
フ
ォ
ア
毛
サ
島
に
於

τ商
館
を
開
き
、
其
臓
で
支
那
人
E
支
那
貨
物
の
貿
易
を
行
ふ
方
が
よ
い
宝
石
ふ
建
議
を
柏
崎
し
て
昂
る
の
で
あ
る
o

支
郊
の
貨
物
こ
そ
は
純
正
な
利
品
祉
を
奉
「
る
こ

Z
が
出
来
る
も
の
で
、
和
蘭
が
一
度
γ

カ
オ
出
帆
ゆ
山
川
狩
牙
カ

一
フ
ッ
ク
舶
を
捕
獲
す
れ
ば
、

日
本
は
印
皮
に
於
り
る
最
も
有
利
な
商
底
ご
な
る
べ

L
ど
云
L
こ
ピ
は
、
西
暦
一
占
ハ

一
六
年
ジ
ヤ
カ
ト
一
フ
放
の
副
上
乗
(
匂
ロ
ぽ
拝

E
皆
目
ロ
)
で
後
に
卒
戸
の
商
館
長
ど
な
っ
た
レ
オ
ふ
ノ
ル
ド
・
カ
ム
プ

U市

耳空

徳
川
時
代
に
H

即
け
る
長
目
白
宣
拙
兄
島
に
就
い
て

第
一
a
l
E
巷

一O
心
え

第
百
蹴

，、
七
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持
二
十
一
h
A世

() 

O 

議

他、
I11 

1~ 

の於

TfEq 
節uE
に附

見り

そ赤

A守男
ゐ玩
乙ぃ

云て
J、

J 

で
ゐ
る
O 

白首

λ

(

円
。
。
ロ
型
仕
の
hw同
H
d
h
u
u
)

此
の
カ
ム
プ
λ

の
西
財
一
ム
ハ
二
一
一
年
(
一
尚
一
誌
)
の
制
告
に
、

部
五
凱

，、/、

和
山
酬
が
何
年
日
本
に
於
て
版
ド
は
す
べ
き
支
那
貨
物

人
五
問
、
三
七
五
「
ド
ア
ル
」
印
も

原
川
出
一

.
0
0入‘
0
0
0つ
レ
ア
ル
」
(
約
五
一
内
部
マ
ル
ク
)
に
封
し
、

』
包

入
制
五
分
の
利
〈
弛
が
あ
る
ご
言
つ

τゐ
る
こ
ど
は
、
矢
張
b
ナ
ホ
ッ
ド
に
見
え
て
居
る
o

に
闘
仁
、

恐
ら
〈
支
訓
川
貨
物
仁
一
樹

L
τ
ギ
戸
ト
ガ
ル
y

人
よ
り
十
品
川
似
セ
拙
酬
は
な
い
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

の
町
民
入
伯
段
よ

h
二
制
方
一
向
庇
に
見
蹴
っ
て
、
町
民
入
元
士
山
を
算
山
し
た
伐
に
一
一
一
回
っ
て
踊
る
o カ
ム
プ
ス
は
和
的
人
は

従
来

ω市
戸
ト
ガ
戸
人

グ
キ
ア
に
於
Y
一
地
山
口
抑
制
告
を
交
付
取
h
、
「
お
!
和
州
酬
が
支
那
貨
物
的
全
貿
易
を
占
有
す
る
こ
ど
が
山
来
ム
な
ら

ス
ペ
ッ
ク
λ

は
バ
タ

ば
、
但
し
よ
〈
述
べ
ば
ぞ
れ
リ
ハ
古
う
な
る
こ
己
は
明
か
に
見

μ
雌
い
こ
三
じ

や北一

ω他
山
和
的
貨
物
を
除
い
じ
も
、

き
う
し
て
山
一
の
場
合
に
は
和
的
街

支
那
貨
物
に
り
で
猶
一
は
二
工
品
「
レ
ア
ル
」
に
け
を
多
〈
民
入
札
る
、
」
ご
が

ご
云
ふ
附
言
を
添
へ
て
之
を
十
七
人
役
員
命
日
に
帥
同
法
L
K
o

出
来
る
」

貨
物
の
会
貿
易
を
山
一
付
す
る
こ
己
が
山
来
な
か
っ
た
か
ら
、
。

に
一
部
e

佐
野
硯
す
る

vz-を
得
し
に
止
ま
つ
穴
ピ
詳
諭
l
て
居
る
。

ヌ

.

ヘ

グ

ナ
ホ
ツ
ド
は
和
的
人
以
日
本
に
於
1
支
那

仁
、
、
J

長
~
E

、

T
』
ノ
バ

ν
p
d
t

，，P

ク
ス
等
的
希
望
け
い
.

カ
ム
プ
λ

、

日
本
的
外
凶
貿
U
却
に
於

t
如
何
に
支
那
貨
物
的
重
要
で
ゐ
っ
た
か

ε云
ふ
こ
ご
位
、
英
-
一
一
日
利
の
初
期
的
日
本
に

相
到
す
る
貿
易
関
係
に
も
見
は
れ
て
庖
る
。
英
古
利
が
日
本
ご
貿
易
を
聞
く
州
市
勿
、
支
那
貿
易
合
行
ふ
に
非
れ
ば
、

日
本
ご

ω貿
易
を
維
持
す
る
必
要
が
な
い
ぜ
考
へ
る
伐
に
な
っ
た
-
」
ご
は
、
西
脳
一
ム
ハ
一
ム
ハ
(
七
年
)
一
月
一
日
畿
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コ
ッ
ク
ス
の
英
k
H
利
米
印
皮
曾
一
枇
宛
の
長
い
V

書
簡
の
絡
'
り
に
も
、
支
那
に
封
じ
貿
易
を
閲
(
望
み
ゐ
る
に
非
れ

l工、

川
本
仁
悦
ま

ι必
要
は
な
い
、
然
し
此
蕗
に
は
加
叫
が
十
分
に
あ
っ
て
、
間
山
ふ
位
に
之
を
叫
刊
山
1
こ
ご
が
山
家

る
が
、
そ
れ
に
は
彼
等
の
好
む
総
な
貨
物
を
持
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
支
那
人
や
伯
萄
才
人
や
両
訓
牙
人
山

の持
でつ
ゐ c
る;?:JE
どる

言，)縫
っな
て荊i
ゐを
乙持
o ノ

t 

来
な
け
れ
1;1: 
な
ら
dユ

そ
れ
は
怖
に
現
金
で
償
桁
ご
共
に
北
(
的
孔
対
立
を
加
減
す
る

コ
ッ
ク
ス

ω
両
紙
一
六
一
七
(
入
)
年
二
月
十
五
日
平
戸
後
英
土
日
利
東
印
度
曾
枇
宛
背

出
川

-
-
4
b

、

3
1
1
 
自
分
は
貴
下
ピ
同
総
な
意
見
一
じ
、
支
那
に
机
到
し
で
貿
易
を
閲
〈
こ
ご
が
山
米
な
り
れ
ば

全
然
的
似
が
な
い
ピ
云
ふ
意
見
で
あ
る
ご
逃
ぺ
て
居
る
町

-
4
三
守
一
民
主

C

I
A
-
ι
b
v
 

市
川
仰
や
僻
件
付
す
る
、
、
ピ
リ
h

・

阿
M
川
二
ハ
一
五
年
寸
二
月
五
日
午
戸
俊
一
ア
ル
ア
・
コ
ッ
ピ
ン
グ
u
y

(
同
色
勺
『
ー
の
O
可
申
告
且
と
)

〉
下
自

1

0
i
E合
打

l

-
V

之
肌
山
町
一
、

-一

7
1

於
て
貿
易
を
符
す
'
」
ご
が
出
来
な
け
れ
ば
、

H
本
に
て
は
損
失
の
外
な

L
・
支
那
の
生
糸
は
引
い
山
に
此
心
地
で
は
現
金

で
ゐ
ム
リ
、

且
つ
似
る
刈
盆
が
あ
る
、

我
々
は
支
那
で
卒
和
に
貿
易
令
行
ふ
'
」
正
が
川
端
市
な

自
分
凶
説
ピ

L
Z
は、

T
L
Z
よ
ら
i

、

B
v
t
t
7
1
 

然
ら
び
れ
ば
和
附
人
的
銭
せ
る
如
〈
、

強
制
に
依
っ
て
い
も
彼
等
ピ
貿
易
を
行
ふ
伐
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
肉
、

二
者
何
れ
か
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
芯
言
っ
て
あ
る
。

品耐

議

他
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
自
主
那
珂
口
調
に
就
い
て

第
二
十
五
巻

O 

都
五
叫

，、
:JL 
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